
 

 

 





 

小牧市初の公共施設白書の発刊に当たって  

 

本市では昭和４０年代から、人口増加に伴いその需要に応えるために、

学校や集会施設など様々な公共施設を建設してきました。 

現在、この集中的に建設された公共施設の大半が築３０年以上を経過し

てきており、遠からず一斉に建替えなどの老朽化対応を迫られる時期を迎

えることとなります。そのため、今後これらの施設の建替えや大規模な修

繕等の費用が増加し、大きな財政負担となることが心配されています。 

また、本市を取り巻く社会情勢も、少子高齢化の進展や人口減少社会の

到来など、多くの公共施設が建設された当時と比較して大きく変化してき

ています。本市の人口構造が大きく変化するとともに、公共施設に対する

ニーズにも変化をもたらし、施設の需要と供給に差が生じるなど課題が表

れてきています。 

このような課題を解決するために、市が保有している公共施設について、

施設の配置や利用状況、コスト状況等の実態を様々な視点から調査し、見

える化し、課題をとりまとめた「小牧市公共施設白書」を作成しました。

この白書では、施設の用途別に実態を把握するだけでなく、６地区１６小

学校区別の観点からも分析・課題の整理を行なっています。 

今後は、この公共施設白書をもとに、市民の皆様と情報を共有し、ご意

見をいただきながら、本市の公共施設のあるべき姿について共に検討して

まいりたいと考えております。皆様のご理解とご協力を心よりお願い申し

上げます。 

  

                   平成２６年１０月      

                  小牧市長 山  下 史  守  朗  
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～ 本書を読む際の注意事項 ～ 

 

 

1. 本白書では、「平成 24年度」データを基本に調査を行っています。 

2. 第 3 章の施設一覧、建物総合評価結果などでは、「平成 25 年度」データを使用していま

す。 

3. 本白書では、次のような端数処理をしています。 

 文章中の合計数値は、「億円」、「万円」で記載しているため、グラフ等の数値と一致

しないことがあります。また、「約」を付けずに表記している場合があります。 

 図及び表のデータ数値は、端数処理をしているため、合計と一致しない場合があり

ます。 

4. 本書の対象となる公共施設は、原則 100 ㎡以上の公共建築物を対象としています。ただ

し、次の施設は対象外とします。 

 病院、水道の企業会計の施設や、道路、橋梁などのインフラ系施設 

 ポンプ場などのプラント系施設 

 100 ㎡未満の倉庫等 






